
西
欧
七
世
紀
後
半
に
お
け
る
領
域
的
諸
侯
領

の
形
成

堀

内

一

徳

C-)

 

九
・
一
〇
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
は
、
た
だ
カ
ペ
ー
王
朝
が
カ
ロ

リ
ン
グ
王
朝
と
交
替
し
た
こ
と
で
は
な
く
、
領
域
的
諸
侯
に
よ
る
中

央
集
権

化
し
た
王
政
の
排
除
と
い
う
性
格
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

そ
の
誕
生
か
ら
時
代
錯
誤
で
あ
っ
た
カ
ロ
リ
ン
グ
帝
国
の
政
治
の
枠

組
を
、
時
代
に
よ
り
適
合
し
た
他
の
政
体
に
取
替
え
る
こ
と
で
、
領

域
的
諸
侯
領

(諸
侯
の
仲
介
に
よ
る
ほ
か
王
の
介
入
の
か
な
わ
ぬ
領

域
)
の
確
立
、す
な
わ
ち
地
域
の
権
力
の
総
体
の
王
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
家
臣

へ
の
移
行
と
い
う
革
命
は
、
地
域
的
な
偶
発
現
象
で
な

く
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
起

っ
た

一
般
的
現
象

で
あ
り
、
そ
の
起
源
は
、
個
体
性
の
意
識
を
根
強
く
保
持
し
、
多
年

に
わ
た

っ
て
フ
ラ
ン
ク
帝
国
の
支
配
か
ら
の
離
脱
を
企
て
よ
う
と
す

る
多
数

の
民
族

の
集
塊

(oo昌
σq
5
ヨ
騨
餌一)
か
ら
構
成
さ
れ
た
こ
の
国

　
ユ
　

家

の
基
本
的
性
格

に
結
び
つ
い
て
い
る
。

こ
れ
が
、
冒
昌
・ド
ー
ン
ト

が

一
九
四
八
年

に
著
し
た

「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
領
域
的
諸
侯
領
誕

生
の
研
究
」
の
結
語
で
あ
り
、
領
域
的
諸
侯
領
の
成
立
の
起
源

に
つ

い
て
、
こ
の
論
旨
は
今
日
な
お
大
筋
で
は
容
認
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
民
族
性
の
多
数
の
集
塊
で
あ

る
カ

ロ
リ
ン
グ
帝
国
の
将

来

の
皇
帝

(カ
ー
ル
大
帝
)
が
七
七
八
年

に
ア
キ
テ
ー
ヌ

(
ア
キ
タ

ニ
ア
)

に
王
国
の
建
設
を
決
断
を
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ア
キ
テ

ー
ヌ
の
自
主
性
を
排
除
す
る
こ
と
で
あ
る

の
に
疑

い
は
な
い
、
と
す

　
　
　

る

ド

ー

ン
ト

の
見

解

に
対

し
、

て
M

・
ル
ー

シ

ュ
は

、

こ
れ

は

か

れ

の
著

「
西
ゴ

ー

ト
人

か

ら

ア

ラ
ブ

人

の

ア

キ

テ

ー

ヌ
」

(
一
九

七
九

　
　
　

年
)
か
ら
導
か
れ
た
結
論
と

一
致
す
る
が
、
ド
ー
ン
ト
が
な
ぜ
七
七

八
年
に
ア
キ
テ
ー
ヌ
の
自
主
性
が
す
で
に
存
在
し
た
か
を
問
い
得
え

た
の
は
、
領
域
的
諸
侯
の
誕
生
を
九
世
紀
後
半
に
求
め
る
か
れ
の
テ

ー
ゼ
と
は
矛
盾
す
る
こ
と
を
最
近
の
論
文

で
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
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て
、
そ

の
論
文

「
七
世
紀
後
半
の
西
欧
の
危
機
と
地
方
分
権
主
義
の

誕
生
」
(
一
九
八
六
年
)
に
お
い
て
、
ル
ー
シ
ュ
は
、
フ
ラ
ン
ク

・
メ

ロ
ヴ

ィ
ン
グ
王
国
、
西
ゴ
ー
ト
王
国
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
お
け
る
七

世
紀
後
半
の
危
機
と
共
に
地
方
分
権
主
義

(菊
ひαQ
一8
聾
。・ヨ
o)
が
進

展
し
、

こ
の
地
方
分
権
主
義
に
対
応
し
て
西
欧
に
お
け
る
領
域
的
支

配
の
権

力
が
形
成
さ
れ
た
と
し
、
か
れ
は
そ
の
形
成
期
を
ド
ー
ン
ト

　
る
　

の
説
よ
り
約

二
〇
〇
年
遡
る
と
い
う
見
解
を
発
表
し
て
い
る
。

七
世

に
旧

ロ
ー

マ
帝
国
の
東
西
に
お
い
て
起

っ
た
革
命
的
変
革
に

つ
い
て
、
す
で
に
C

・
ト

マ
ス
が
次
の
よ
う
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

五
六
七
年
か
ら
七
五
二
年
の
約
二
〇
〇
年
間
に
生
じ
た
社
会
的
変

化

す
な
わ
ち

ロ
ー

マ
帝
国
の
崩
壊
後
か
ら
初
期
封
建
社
会
の
形
成

は
、
行
政
革
命

(&
嘗

巳
。・葺
㊤
二
く
o
Ho<
o
ξ
什ご
ロ
)
の
結
果
で
あ
り
、

そ
の
最

も
核
心
的
部
分
は
軍
事

・
行
政
の
地
方
レ
ベ
ル
へ
の
拡
散
で

あ
る
と

い
う
。

こ
の
革
命
は
、
西
欧
で
は
貴
族
間

の
私
闘
に
よ

っ
て
、

ビ
ザ

ン
ツ
で
は
ア
ラ
ブ
人
、

ス
ラ
ブ
人
の
侵
入
に
よ
っ
て
始
ま
り
、

そ
の
社

会
的
変
革
の
結
果
は
都
市
生
活
の
衰
退
と
世
襲
貴
族
層
の
拾

頭
で
あ

っ
た
。
西
欧
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
お
い
て
は
、

ロ
ー

マ
帝
国

の
行
政
の
遺
制
は
キ
ウ
リ
タ

ス
に
お
い
て
大
部
分
が
存
続
し

た
が
、
し
だ
い
に
集
権
的
官
僚
制
は
後
退
し
、
地
方
分
権
化

の
方
向

を
辿
り
、
六
世
紀
に
は
統

一
的
地
方
行
政
は
消
滅
し
、
軍
事
・行
政
権

は
伯
や
い
く
つ
か
の
伯
を
統
轄
す
る
公
に
委
ね
ら
れ
、
王
国
の
統

一

も
か
れ
ら
に
よ

っ
て
保
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
メ
ロ

ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
地
方
分
権
化
の
決
定
的
時
期
は
、
五
九
二
年
か
ら

ク

ロ
タ
ー
ル
ニ
世
に
よ
る
フ
ラ
ン
ク
王
国

の
再
統
合
に
至
る
ま
で
の

時
期

で
、
ま
た
西
ゴ
ー
ト
王
国
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
経
過
が

フ
ラ
ン
ク
王
国
よ
り
漸
進
的
で
は
あ
る
が
進
展
し
た
、
8
酬

六
世
紀
か
ら
七
世
紀
の
フ
ラ
ン
ク
王
国

の
政
治
の
趨
勢
は
、
王
権

に
対
立
す
る
地
方
分
権

で
あ
り
、
そ
れ
は
六

一
四
年
の
ク
ロ
タ
ー
ル

ニ
世
の
告
示
の
第
十
二
条
が
語

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
地
方

出
身

の
王
の
役
人
は
、
他
の
地
方

の
役
人

と
し
て
任
命
さ
れ
る
べ
き

　
　
　

で
な
い
、
と
。
こ
れ
は
、
地
方
の
権
力
と
伝
統
と
を
尊
重
す
る
旨
約

束
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

以
下
に
お
い
て
、
七
世
紀
フ
ラ
ン
ク
王
国

に
お
い
て
、
地
域
的
権

力
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

(二)

 

ア

ウ

ス
ト

ラ

シ

ア

と

ネ

ウ

ス
ト

と

の
対

立

、

抗

争

の
の

ち
、

ク

ロ

タ

ー

ル
ニ
世

お

よ

び
ダ

ゴ

ベ

ル

ト

一
世

に

よ

る

フ

ラ

ン
ク

王

国

の
再

統

合

は

、

ネ

ウ

ス
ト

リ

ア
、
ブ

ル
グ

ン

ト

の
勝

利

を

画

し

た

。

し

か
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し
、
三
分
国

(言
蜀

話
σq⇒
㊤)
は
そ
れ
ぞ
れ
個
有
性
を
創
出
し
、
ダ
ゲ

ベ
ル
ト
の
死
後
、
政
権
は
王
か
ら
離
れ
、
地
域

の
貴
族
層
を
代
表

し
、
自

個
の
支
持
者
の
権
力
強
化
の
た
め
相
争

っ
た
宮
宰
の
手
に
移

っ
た
。
七
世
紀
中
頃
か
ら
約

一
世
の
間
メ
ロ
ヴ

ィ
ン
グ
の
王
権
は
し

ば
し
ば
宮
宰
に
掌
握
さ
れ
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
ネ
ウ
ス
ト
リ
ァ
や

ア
ウ

ス
ト
ラ
シ
ア
の
中
心
部
に
お
い
て
は
妥
当
す
る
と
し
て
も
、

フ

ラ
ン
ク
王
国
全
体
か
ら
み
れ
ば
、

む
し
ろ
ド
ゥ
ク

ス
(傷
環
"
曾
8
)

や
バ
ト
リ
キ
ウ
ス

(℃
緯
ユ
6
ご
ω)
の
権
力
が
強
化
し
、
か
れ
ら
は
地

方
に
お
い
て
世
襲
貴
族
と
し
て
確
立
し
、
メ
ロ
ヴ

ィ
ン
グ
の
王
や
宮

宰
の
中
央
権
力
か
ら
独
立
化
し
た
過
程
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

メ

ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
の
ド

ゥ
ク
ス
(公
)
の
研
究
を
通
し
て
、
す
で

に
E

・
ク
レ
ー
ベ
ル
は
、
領
域
的
諸
侯
領
形
成
の
起
源
が
七
世
紀
の

メ
ロ
ヴ

ィ
ン
グ
王
国
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
六
世
紀
か
ら
八
世
紀
の
南
ド
イ
ツ
の
部
族
公

(バ
イ
エ
ル
ン
、

ア
レ

マ
ン
、
シ
ュ
ヴ

ァ
ー
ベ
ン
)
は
部
族
法
に
基
づ
く
小
王
で
あ
り
、

か
つ
メ
ロ
ヴ

ィ
ン
グ
王
国
の
官
僚
に
編
み
入
れ
ら
れ
た
公
職
で
あ
る

が
、

六
世
紀
ド
イ
ツ
の
部
族
公
の
二
重
的
性
格
が
し
だ
い
に
ガ
リ
ア

に
移
入
さ
れ
、
た
と
え
ば
、

ア
キ
テ
ー
ヌ
に
お
け
る
世
襲
公
領
や

ロ

1
マ
帝
国
末
期
の
プ

ロ
ヴ

ァ
ン
ス
の
州
長
官

(嘆
器
ho
。ε
ω)
の
部
族

公
的

な
ド

ゥ
ク
ス
へ
の
転
化
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
ド

ゥ
ク
ス
の
変
遷

が

ク

ロ
タ

ー

ル

ニ
世

以

後

の
王

権

の
弱

体

化

の
当

然

の
結

果

と

な

っ

た
。

降

っ
て

九
世

紀

末

に

は
、

ザ

ク

セ

ン
、

テ

ユ
ー

リ

ン
ゲ

ン
、

バ

イ

エ

ル

ン
の
部

族

公
領

は
、

フ

ラ

ン
キ

ア
、

セ
プ

テ

ィ

マ

ニ
ア
、

。フ

ロ
ヴ

ァ

ン

ス
、
ブ

ル
グ

ン

ト

に

お
け

る

よ
う

に
、

上
級

官

職

貴

族

で

あ

る

ド

ゥ
ク

ス
な

い

し

は
辺

境

伯

(ヨ
鍵
o
寓
o
)
が

、
伯

や

の

ち

に
司

教

、
修

道

院

長

の
任

免

権

あ

る

い

は
王

領

地

を

奪

取

し

、
官

職

諸

公

か

ら
部

族

諸

公

に
移

行

す

る
が

、

こ

れ

に
対

し

て

ア
キ

テ

ー

ヌ
、

ロ

ー

ト

リ

ン
ゲ

ン
、
シ

ュ
ヴ

ァ
ー
ベ

ン
、
東

フ

ラ

ン
ケ

ン
に

お

い

て

は
、

諸

公

が

な

ん

ら

か

の
高

い
権

力

を
把

握

す

る

こ
と

に
よ

り

、

カ

ロ
リ

ン
グ

の
部

分

王

国

に
代

っ
て
部

族

公

領

が

革

命

的

に
成

立

す

る
。

こ

の

二

つ
の

道

程

は

七
世

紀

の
意

味

に

お

け

る
部

族

公

領

の
再

建

と

い

　　

　

う

一
つ
の

目

標

へ
導

く

も

の

で
あ

っ
た
と

い
う
。

以

上

の
よ

う

な

ク

レ
ー

ベ

ル
説

に
対

し

て
、

R

・
シ

ュ
。フ
ラ

ン
デ

ル
は

、

ド

ゥ
ク

ス
の
称

号

は

ト

ゥ
ー

ル
の
グ

レ
ゴ

リ

ウ

ス

の

「
フ
ラ

ン
ク

人

の
歴

史
」
、

フ

レ
デ

ガ

リ

ウ

ス
の

「
年

代

記

」
や

聖
者

伝

な

ど

に

み
ら

れ

る
が

、
「
サ

リ

ヵ
法

典

」
、
「
ブ

ル
グ

ン
ト

法

典
」

や

メ

ロ
ヴ

ィ

ン
グ

王

の
勅

令
集

か

ら

は
確

認

で
き

な

い
と

し

て
、

ロ
ー

マ
帝

国

の
官

僚

制

の
崩

壊

に

と
も

な

い
帝

国

末

期

に

お
け

る

ド

ゥ
ク

ス
の
官

職

と

し

て

の
軍

事
指

揮
官

の
性

格

は
失

わ

れ
、

メ

ロ
ヴ

ィ

ン
グ
時

代

　
　
　

に
お
け
る
官
職
と
し
て
の
ド
ゥ
ク
ス
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
。
し
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か
し
D

・
ク
ラ
ウ
デ
は
、
メ
ロ
ヴ

ィ
ン
グ
時
代
の
ド
ゥ
ク
ス
の
性
格

を
次
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
。
ド
ゥ
ク
ス
は
地
域
の
要
請

に
よ

っ

て
王
に
よ
り
配
置
さ
れ
た
役
人
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
伯
管
区
の
軍

事
力
を
地
域
の
防
衛
や
平
和
の
保
障
の
た
め
、
ま
た
国
家

の
戦
争
に

際
し
て
、
か
れ
の

一
手
に
掌
握
し
、
西
方
で
は
ド

ッ
ク
ス
の
支
配
領

域
は
キ
ウ
ィ
タ
ス
の
集
合
か
ら
な
り
、
ラ
イ
ン
の
東
部
で
は
部
族
領

域
と
合
致
し
、
そ
れ
ゆ
え
西
方
の
ド
ゥ
ク
ス
支
配
の
領
域
よ
り
安
定

性
を
保

っ
た
。
し
か
し
、
七
世
紀
の
三
〇
年
代
に
は
ド
ゥ
ク
ス
の
官

僚
的
性
格
は
弱
ま
る
と
と
も
に
、
多
く
の
ド

ゥ
ク
ス
は
か
れ
ら
の
権

力
の
自

立
化
を
は
か
り
始
め
、
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
は
王
国

の
ロ
ー

マ
的
地
方
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
変
化
が
完
了
し
、
官
職

　
　
　

加

担

者

か

ら
領

域

的

支

配

者

と

な

っ
た

。

と

こ

ろ

で
、

メ

ロ
ヴ

ィ

ン
グ

時

代

の
ド

ゥ
ク

ス
が

バ

ト
リ

キ

ウ

ス

　り

　

や

レ
ク

ト

ー

ル

(H
O
O
酔O
同)
と

共

に
そ

の
第

一
の
任

務

が

王

国

の
軍

事

指

揮

者

で

あ

る

こ
と

は

、

ト

ゥ
ー

ル

の
グ

レ
ゴ

リ

ウ

ス
の

「
フ

ラ

ン

ク

人

の
歴

史

」

や

フ

レ
デ

ガ

リ

ウ

ス
の

「
年

代

記

」

に

よ

っ
て
明

か

で

あ

る

。

た

と

え

ば

、

グ

ン
ト

ラ

ム
王

の
軍

隊

を
率

い

て

ラ

ン
ゴ

バ

ル
ド

族

と
戦

い
、

の
ち

に
グ

ン
ト

ラ

ム

に
対

す

る
グ

ン
ド

ヴ

ァ

ル
ド

　　

　

の
反

乱

に
加

わ

っ
た

バ

ト

リ

キ

ウ

ス

・
ム

ン

モ

ル

ス

(ζ

¢
ヨ
日
o
邑

、

ク

ロ
タ

ー

ル

一
世

の
領

地

に
軍

隊

を

と

も

な

っ
て
侵

犯

し

た

シ

ャ

ン

　ゆ
　

パ

ー

ニ

ュ
の
ウ

イ

ン

ト
リ

オ

(芝

ぎ

8
ユ
P

O
三
5
8
ユ
O
)
、

五

九

三

年

に
ヴ

ェ
ン
ド

人

を

破

っ
た

ア

ラ

マ
ン

の
ク

ロ
ド

ベ

ル
ト

(ρ

o
山
P

　
お

　

げ
臼
8
)
、

六

三

九

年

テ

ユ
ー

リ

ン
ゲ

ン
の

ラ
ド

ル

フ

(図
㊤
畠
巳
h)
に
対

き
　

す

る

シ
ギ

ベ

ル

ト
王

の
軍

隊

を
率

い
た

ド

ゥ
ク

ス
ら

の
記

述

が

そ

れ

を
物

語

っ
て

い

る
。

こ
う

し

た
軍

事

活

動

の

一
方

、

す

で

に

ト

ゥ
ー

ル

の
グ

レ
ゴ

リ

ウ

ス

の

時

代

に
、

ウ
イ

ン
ト

リ

オ

お

よ

び

ル
プ

ス

　レ
　

(ピ
ロ
甥

)
は

シ

ャ

ン
パ

ー

ニ

ュ
に
領
有

支

配

権

を
有

し
、
バ

イ

エ

ル

ン

の

ド

ゥ
ク

ス
と

推

定

さ

れ

る

ガ

リ

ワ

ル
ド

(○
巴

毛
巴
傷
)
は

一
定

の

　お

　

領
域
の
統
治
者
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
か
し
、
統
治
領
域
は
固
定
さ
れ

ず
変
動
し
、
ま
た
か
れ
ら
の
地
位
も
安
定

し
な
か

っ
た
が
、
七
世
紀

に
は
そ
の
支
配
領
域
は
固
定
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
権
力
拡
大
に

従

っ
て
王
や
宮
宰
の
権
力
か
ら
独
立
化
し
た
。
こ
う
し
た
ド
ゥ
ク
ス

な
い
し
は
、
バ
ト
リ
キ
ウ
ス
は
た
と
え
ば

ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
の
バ
ト
リ

　
め
　

キ

ウ

ス
・
フ

ェ
リ

ク

ス
(男
o
ζ
客
)
で
、

そ

の
後

を
襲

っ
た
ド

ゥ
ク

ス

・

ル
。フ

ス

(い
毛

ω
)

は

六

七

五

年

こ
ろ
地

方

宗

教

会

議

召

集

に
関

与

し

て

い
る

が

、

リ

モ
ー

ジ

ュ
を

支

配

領

域

に

加

え

よ
う

と
企

て
殺

害

か
　

さ

れ

て

い
る
。

ま

た

八

世

紀

の
始

め

以
降

ロ
ワ

ー

ル
川

の
南

の
広

い

な
　

地

域

を

支

配

し

た

ウ

ー
ド

(国
亀

①
。・
噸
国
o
α
o
)
公

は
、

そ

の
息

子

ク

ノ

ア

ル
ド

(O
冨
5
0
巴
山
)
そ

の
後

プ

リ

ン

ケ
プ

ス

(℃
二
口
o
o
℃
ω)
・
ワ

イ

ォ

フ

ァ
リ

オ

(類

9
0
貯
ユ
o
)
に
引

き

継

が

れ

た

が
、

ワ

イ

オ

フ

ァ
リ
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お
　

オ

は

カ

ー

ル
大

帝

に

よ

っ
て
退

け
ら

れ

た
。

あ

る

い

は

、

オ

ー

タ

ン

の

司

教

(
バ

ト

リ

キ

ウ

ス
)

・
レ
ウ

デ

ガ

リ

ウ

ス

(い
o
巳

o
αq
㊤
二
¢
ρ

い
伽
σq
臼

)

の

朋

友

の

プ

ロ
ヴ

ァ

ン

ス

の

バ

ト

リ

キ

ウ

ス

・
ヘ
ク

ト

ー

　　
　

ル

(
国
o
o
8
同
)

は

七

〇

〇

年

頃

マ
ル

セ

ー

ユ
を

支

配

し

た

メ

ト

ラ

ヌ

ス

(
一《nO
一H
餌
b
　¢
ω
)

な

い
し

は

ド

ー

フ

ィ

ン

に
広

い
所

領

を

有

し

た

ア

ポ

(〉
げ
げ
o
)
に
継

承

さ

れ

、
結

局

ア
ポ

の
敵

対

者

で
ド

ゥ
ク

ス
と

推

測

さ

れ

る

マ
ウ

ロ

ン
ト

ゥ

ス
(
】≦
㊤
霞
o
口
ε
ω
)
が

カ

ー

ル

・
マ
ル

テ

ル

に
破

れ
、

プ

ロ
ヴ

ァ

ン

ス
と

ロ
ワ
ー

ル
川
流

域

全
域

が

マ
ル

テ

ル

に

　れ

　

吸

収

さ

れ

た
。

他

方

、

ゲ

ル

マ

ン

の

部

族

地
域

で

は

、

ザ

ク

セ

ン

が

ダ

ゴ

ベ

ル

ト

一
世

の
治

世

の
終

り

ま

で

に

ア
ウ

ス
ト

ラ

シ

ア

へ
の

貢

納

を

停

止

し

、

フ
リ

ー

ス
ラ

ン
ト

の

ド

ゥ
ク

ス

・
ラ

ド

ボ

ー

ド

(幻
巴

げ
o
巴

)
に
率

い
ら

れ

た

フ
リ

ー

ス

ラ

ン
ト

人

は

ラ

イ

ン
ラ

ン
ト

に
進

出

を

始

め
、

ア

ウ

ス
ト

ラ

シ

ア

の
脅

威

と

な

っ
た

が
、

ア
ギ

ロ

ル

フ

ィ

ン
グ

(〉
σq
臨
0
5
昌
σq
)
家

支

配

の

バ

イ

エ

ル

ン
や

ア

レ

マ

ン
に

お

い

て
も

、

王
権

や
宮

宰

の
支

配

か
ら

自

立

が

可

能

と

な

っ
た
。

以

上

の
よ

う

に
、

六

・
七
世

紀

の
ド

ゥ
ク

ス
の
研

究

を
中

心

に
検

討

し

た

が

、

さ

ら

に
H

・
ヴ

ォ

ル

フ

ラ

ム

や
K

・
ヴ

ェ
ル

ナ

ー

の
称

号

概

念

の
研

究

に

基

づ

く

七

世

紀

か

ら

八

世

紀

前

半

の

フ

ラ

ン

ク
王

国

に

お

け

る
自

立
的

領
域

支

配

の
形

成

過

程

に

つ

い

て

の
見

解

を

と

り

あ
げ

て

み

よ

う
。

・
ヴ

ォ

ル
フ

ラ

ム
"に

よ

る

と
、

メ
、ロ
ヴ

ィ

ン
グ

.の

上
層

貴

族

が

国

政

の
事

実

上

の
支

配

者

と

な

る

の
を

抑
制

で

き

な

く

な

っ
た

七
世

紀

の

フ

ラ

ン

ク
王

国

の

政

治

情

況

の

中

で
、

王

に

非

ざ

る

統

治

者

が

創

出

さ

れ

る

よ
う

に
な

る
。

上
述

の
よ
う

に
、

七
世

紀

後

半

ル
プ

ス

に

よ

っ
て

ア

キ

テ

ー

ヌ

に

自

立

的

公

領

レ
グ

ヌ

ム

・
ア
キ

タ

ノ

ル

ム

(器
σq
ヨ
巨

〉
ρ
鼻

き

o
歪
日
)
が

成

立

す

る
が

、

こ

れ

は

フ

ラ

ン
ク

王

の
統

治

に
服

属

し

な

い
が
、

王

国

か
ら

分

離

し

た

も

の

で
な

く

、

ド

ゥ
ク

ス
が
。プ
リ

ン
ケ
。フ

ス

・
レ
ギ

(箕

凶口
o
o
℃
ω
H
o

σq
一)
と

し

て
、
無

能

な

王

に
代

る

こ
と

が
許

さ

れ

る

と

い
う

原

理

に
基

づ

い
て

正

当
化

さ

れ

る

の

で

あ

る
。

こ

の

よ
う

な

プ

ロ
セ

ス
は

、

ア
キ

テ

ー

ヌ
に
限

ら

ず

、

七

〇

〇
年

ま

で

に

フ

リ

ー

ス
ラ

ン
ト

、

ア

ル
ザ

ス
、

テ

ユ
ー

リ

ン
ゲ

ン
、

バ

イ

エ
ル

ン
に

お

い

て
も

発

展

し

、

王

国

の
遠

心
的

政

治

勢

力

を
構

成

し

た
。

カ

ロ
リ

ン
グ

帝

国

は

そ

の
努

力

に
も

か

か
わ

ら

ず

、

メ

ロ
ヴ

ィ
ン
グ

後

期

に
起

源

を

も

っ
た

王
国

の
分

解

を
押

し

止

め

る

こ

と
が

で
き

ず

、

カ

ー

ル
三

世

(
肥
満

王
)

が

廃

位

さ

れ

た
八

八

七
年

以

降

は
、

七
世

紀

の
プ

ロ
セ

ス
が
新

た

な
活

力

を

得

る

に
至

(22

)

っ
た
と
い
う
。

ま
た
八
世
紀
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
お
け
る
周
縁
の
領
域
的
諸
侯
領
の

形
成
に
つ
い
て
の
ヴ

ェ
ル
ナ
ー
の
考
察
に
よ
る
と
、
王
に
の
み
用
い

ら
れ
て
い
た
プ
リ
ン
ケ
。フ
ス
の
称
号
が
八
世
紀
に
は
貴
族
に
も
適
用
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さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
プ
リ
ン
ケ
プ

ス
の
権
力
は
七
世
紀
の
フ
ラ

ン
ク
王
国
に
そ
の
起
源
を
有
し
、
そ
の
権
力
の
形
成
過
程
は
、
次
の

よ
う

に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
六

=
二
年
の
ク

ロ
タ
ー
ル
ニ
世
が

ア
ウ

ス
ト
ラ
シ
ア
の
貴
族

と
ブ
ル
グ
ン
ト
の
宮
宰

ワ
ル
ナ
カ
リ
ウ

ス
(壽

§

⇔
o
ゲ
霞
ご
ω
)
の

謀
略

に

よ

る
ブ

ル

ン

ヒ

ル
デ

(
ア
ウ

ス
ト

ラ

シ
ア
)

に
対
す
る
勝
利
の
結
果
、
そ
の
代
償
と
し
て
ア
ウ
ス
ト
ラ
シ

ア
に
事
実
上
の
自
立
と
ワ
ル
ナ
カ
リ
ウ
ス
の
ブ

ル
グ
ン
ト
の
専
政
的

支
配
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ま
で
王
に
従
属
し
て
い
た

宮
宰
が
王
の
名
の
も
と
に
直
接
国
政
を
左
右
す
る
よ
う
に
な
り
、
宮

宰
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
貴
族
層
が
王
国
の
存
続
を
保
証
す
る
に
至

る
。
そ

し
て
宮
宰
の
権
力
獲
得
と
中
央
権
力
に
対
す
る
不
服
従
の
態

勢
は
、
領
域
的
権
力
発
達
の
予
告
で
あ
り
、
そ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。

七
世
紀

に
は
、
ラ
イ
ン
の
東
部
に
限
ら
ず
、

ア
キ
テ
ー
ヌ
や
フ
ラ
ン

ク

・
ガ

リ
ア
に
お
い
て
も
自
主
的
地
域
権
力
が
発
生
し
、
と
り
わ
け

ダ
ゴ

ベ
ル
ト

一
世
の
時
代
は
メ
ロ
ヴ

ィ
ン
グ
朝
に
お
け
る
周
縁
の
自

立
的
諸
侯
領
形
成
の
決
定
的
な
時
代
で
あ
っ
た
と
し
、
そ
の
よ
う
な

事
情
を
次
の
よ
う
な
事
実
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ダ
ゴ

ベ
ル
ト

に
よ
る
カ
リ
ベ
ル
ト
ニ
世
を
王
と
す
る
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
の
小

王
国

の
建
設
、
す
で
に
ふ
れ
た
東
部
防
衛
の
代
償
と
し
て
ザ
ク
セ
ン

の
ア
ウ

ス
ト
ラ
シ
ア
へ
の
貢
納
の
停
止
な
ど
が
示
し
て
お
り
、
あ
る

い
は
、
テ

ユ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
フ
ラ
ン
ク
家
系
の
ラ
ド
ル
フ
(図
巴
巳
h)

が
最
初
の
ド

ゥ
ク
ス
と
し
て
配
置
さ
れ
て
公
領
が
創
設
さ
れ
、
ダ
ゴ

ベ
ル
ト
王
の
死
後
も
自
主
的
公
領
と
し
て
存
立
し
、
ア
レ
マ
ン
で
は

ラ
エ
テ
ィ
ア
と
ブ
ル
グ
ン
ト
と
の
境
界
が
画
定
さ
れ
、
軍
管
区

(
フ

ン
タ
リ
)
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
ア
ウ
ス
ト
ラ
シ
ア
の
防
衛
に
対
し

て
ド
ゥ
ク
ス
の
自
主
的
権
力
が
付
与
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ク

王
国
の
周
縁
地
方
の
諸
公
領
は
、
七
〇
〇
年
に
そ
の
盛
期
を
迎
え
、

一
つ
の
集
塊
(
コ
ン
グ

ロ
メ
ラ
)
で
あ
る
フ
ラ
ン
ク
王
国
の

一
部
を
構

成
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
諸
公
領
の
統
治
者
は
か
れ
ら
の
秩
序

の
も
と
で
自
領
民
の
解
放
の
た
め
に
フ
ラ

ン
ク
の
王
権
と
抗
争
し
た

の
で
な
く
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
中
で

一
次
的
役
割
を
担

っ
た
。
プ
リ

ン
ケ
。フ
ス
と
い
う
観
念
は
国
家
秩
序
を
脅

か
す
権
力
で
な
く
、
政
治

体
制
や
地
域
の
平
和
の
保
全
に
貢
献
し
た
の
だ
い
う
。
そ
れ
を
裏
書

す
る
よ
う
に
、
七
世
紀
に
は
人
口
の
増
加
、
新
た
な
占
領
地
の
増
加
、

司
教
の
富
裕
に
つ
い
て
の
確
証
が
あ
る
。

七
〇
九
年
に
始
ま
る
諸
公

領
の
制
圧
は
、
カ
ー
ル

・
マ
ル
テ
ル
、
ピ
ピ
ン
三
世
に
よ
っ
て
成
功

を
収
め
、
諸
公
領
は
カ
ロ
リ
ン
グ
王
権

の
も
と
に
統
合
さ
れ
る
が
、

最
後
の
部
族
公
領
バ
イ

エ
ル
ン
の
征
服
ま
で
に
七
十
余
年
を
要
し
て

い
鱒以

上
が
ヴ

ェ
ル
ナ
ー
の
要
旨
で
あ
る
。

一一57一



(三)

 

す
で
に
は
じ
め
に
述
べ
た
が
、
ル
ー
シ
ュ
は
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
、
西

欧

(
フ
ラ
ン
ク
、
西
ゴ
ー
ト
王
国
)
で
七
世
紀
後
半
の
五
〇
年
間
に

お
こ

っ
た
政
治
的
動
揺
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
地
方
分
権

主
義
が
進
み
、
そ
れ
に
対
応
し
て
西
欧
中
世
に
お
け
る
領
域
的
諸
侯

が
、
ヵ

ロ
リ
ン
グ
帝
国
の
崩
壊
を
ま
た
ず
し
て
発
生
し
た
と
い
う
。

ル
ー

シ
ュ
の

一
九
八
六
年
の
論
文
を
要
約
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

イ

ス
ラ
ム
の
攻
撃
や
ス
ラ
ブ
人
の
バ
ル
カ
ン
へ
の
侵
入
の
衝
撃
を

受
け
た
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
は
、
そ
の
西
方
の
領
土
に
お
い
て
、
七
世
紀

中
頃
か
ら
の
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ド
の
カ
ン
パ

ニ
ア
の
沿
岸
お
よ
び
カ
ラ
ブ

リ
ア
な
ど

へ
の
襲
撃
や
六
五
三

・
六
八
年
の
イ
ス
ラ
ム
の
シ
チ
リ
ア

島

へ
の
攻
撃
に
よ

っ
て
不
安
な
情
勢

に
陥

っ
た
。
し
か
も
ア
フ
リ
カ

の
総
督

は
サ
ル
デ
ィ
ニ
ァ
、

セ
ウ
タ
の
飛
び
地
を
、
ラ
ヴ

ェ
ン
ナ
総

督
は

コ
ル
シ
カ
島
と
バ
レ
ア
ル
諸
島
に
権
限
を
残
し
た
が
、
シ
チ
リ

ア
は
軍
管
区
(
テ
マ
)
と
な
り
、
西
方
の
ビ
ザ
ン
ツ
領
の
境
域
は
行
政

・
軍
事

の
統

一
を
欠
き
、
三
つ
の
地
方
主
権
の
間
に
分
岐
し
た
。
こ

の
よ
う

な
情
況
を
反
映
す
る
よ
う
に
、
六
四

一
年
か
ら
翌
年
に
ロ
ー

マ
で
市
民
と
軍
隊
を
巻
き
込
ん
だ
ビ
ザ
ン
ツ
の
役
人

マ
ウ
リ
キ
ウ
ス

(　～
n餌
d
R
凶O
一¢
ω
)

の
反

乱

、

六

四

一
年

か

ら

四

二
年

の
ベ

ル
ベ

ル
人

の

支

持

す

る

ヵ

ル
タ
ゴ

総

督

グ

レ
ゴ

リ

ウ

ス

(9

。
σq
o
二
島
)

の
反

乱

、

六

五

〇
年

か
ら

五

二
年

の

シ

チ
リ

ア
を

拠
点

と

す

る
ビ

ザ

ン
ツ

・
イ

タ

イ

リ

ア

の
軍

隊

に
支

持

さ

れ

た

ラ
ヴ

ェ
ン
ナ
総

督

オ

リ

ュ
ン
ピ

オ

ス

(O
ぽ
ヨ
且
o
ω
)

の
反

乱

が

起

っ
た
。

こ
れ

ら

の
反

乱

の

の

ち
、

コ

ン

ス
タ

ン

ス
ニ
世

は
西

方

に
強

い
関

心

を
向

け
、

地

中

海

か
ら

の

イ

ス

ラ

ム

の
攻

撃

に
対

す

る

防
備

の
強

化

、

シ
ラ

ク

サ

を
首

都

と
す

る

構

想

、

ヵ

ラ
ブ

リ

ア

の
総

督

の
設

立

な

ど

の
西

方

政

策

を
積

極

的

に

す

す

め

た
が

、

過

酷

な
徴

税

政
策

が
軍

隊

の
陰

謀

を
招

き

ア

ル

メ

ニ

ア
人

の

バ

ト
リ

キ

ウ

ス

・
ミ

ツ

ェ
ツ

ィ
ウ

ス

(ζ

一NΦ
N
一d
[ω
)
に
殺

害

さ

れ

た
。

コ
ン

ス
タ

ン

ス

ニ
世

の
あ

と

を
継

い
だ

コ
ン

ス
タ

ン

テ

ィ

ノ

ス
四

世

は

コ
ン

ス
タ

ン

テ

ィ

ノ
ー
。フ
に
迫

っ
た

イ

ス
ラ

ム
海

軍

を

退

け

、

ブ

ル
ガ

リ

ア
人

に
対

し

て

遠
征

す

る

一
方

、

西

方

の
領

土

は
放

棄

さ

れ
、

そ

の
地

方

分
権

は

進

展

す

る
。

イ

タ

リ

ア

で

は
、

コ
ン

ス

タ

ン

テ

ィ

ノ

ス
は
六

八

〇

年

ラ

ン
ゴ

バ

ル
ド

と
和

平

を

結

び

、

シ

チ

リ

ア

の
艦

隊

を
解

散

し

、

六

九

七

年

か

ら

九

八
年

ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ

ア

で

自

主

的

に
公

が

選

ば

れ

、

七
〇

一
年

か

ら
翌

年

お

よ
び

七

一

一
か

ら

一
二
年

に

は

ラ
ヴ

ェ
ン
ナ

と

ロ
ー

マ
と

の
対

立
が

激

化

し

た
。

八

世

紀

前

半

の
ビ

ザ

ン

ツ
・
イ
タ

リ

ア
領

は
、

シ
チ

リ

ア
、

ロ
ー

マ
公

国

、

ラ
ヴ

ェ
ン

ナ
、

ヴ

ェ
ネ

ツ

ィ

ア

の
四

地
域

に
分

断

さ

れ

、

ア

フ
リ

カ
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は

七

世

紀

末

に

イ

ス
ラ

ム

の
手

に
落

ち

た
。

し

た
が

っ
て
、

イ

タ

リ

ア

で

は
、

四

つ
の
ビ

ザ

ン

ツ
領

の

ほ

か

ラ

ン
ゴ

バ

ル

ド

王
国

、

ヴ

ェ

ネ

ヴ

ェ
ン
ト
、

ス
ポ

レ
ト

の
両

公

国

の
七

つ

の
主
権

が
分

立

し

た
。

ま

た

西
ゴ

ー

ト
支

配

の

ス
ペ

イ

ン

に
お

い

て
も

、

同

様

な

地

方

分

権

化

の

過
程

が

示

さ

れ

て

い

る
。

六

六

五

年

バ

ス
ク

人

に
支

援

を

求

め

て
王

位

を
伺

っ
た

フ

ロ
イ

ァ

(閃
H
o
一餌
)

の

レ
ゲ

ン

ス
ヴ

ィ

ン
ド

王

に
対

す

る
反

乱

、
セ
プ

テ

ィ

マ

ニ
ア

の

パ
ウ

ル

(勺
餌
三
)
公

の

ワ

ム

バ

(類

⇔
日
審

)
王

に
対

す

る

反

乱

、

あ

る

い

は

ウ

ィ

ツ

ィ
ザ

王

の
死

後

そ

の
息

子

ア
キ

ラ

と

べ

テ

イ

カ

の
統

治

者

ロ
デ

リ

ク

と

の
王

位

継

承

の
争

い

で
、

ロ
デ

リ

ク

の

バ

ス
ク

人

と

の
戦

い

の
間

に

ア

ラ
ブ

人

の

ス

ペ

イ

ン
侵

入

を
許

す
結

果

と

な

っ
た
。

そ

し

て
、

イ

ス

ラ

ム

の

ス

ペ

イ

ン
征

服

後

の

七

二

二
年

に

は
、
ペ

ラ

ー

ジ

ュ
(
℃
窪
o
σQ
o
)
が

コ
ヴ

ア
ド

ン
ガ

(
O
o
奉

ユ
8

σQ
⇔
)
で
勝

利

の

の

ち
、
ガ

リ

ー

シ

ア
、
ア

ス
ト

リ

ア
の

地
方

主
義

に
支

え

ら

れ

て
キ

リ

ス
ト

教

国

を

再

建

し
、

一
方

ナ

ル

ボ

ン

ヌ
の
西

ゴ

ー

ト

・
ス
ペ

イ

ン
人

は

ピ

ピ

ン
三

世

の
征
服

前

の

七
五

二
年

と

五

九

年

の

間

に

そ

こ

に

自

主

的

支

配

権

を

確

立

し

た
。

要

す

る

に
、

イ

ベ

リ

ア
半

島

は

七
世

紀

後

半

の
危

機

1

そ

れ

は

バ

ス
ク

人

の
動

向

が

常

に
絡

ん

で

い

る
が

ー

を
通

し

て
、

少

く

と
も

ベ

テ

ィ
カ

、

ガ

リ

ー

シ

ア
、

タ

ラ

ス

コ

ン
を

含

む

セ
。フ

テ

ィ

マ

ニ
ア

の

三

つ

の
地

方
分

権

の
領

域

が

確

認

で
き

る
。

と

こ

ろ

で
、

バ

ス
ク

人

に
対

す

る
境

界

地

域

で
あ

る

ア
キ

テ

ー

ヌ

地

方

は

、

フ
ラ

ン
ク

の
三
分

国

間

で
領

土

分

割

の
争

い

の
的

と

な

っ

た

が

、
ダ

ゴ

ベ

ル
ト

に

よ

る

ヵ

リ

ベ

ベ

ル
ト

の

小

王
国

創

設

の
の

ち

、

バ

ト

リ

キ

ウ

ス

・
フ

ェ
リ

ク

ス
、

ル
プ

ス
の
統

治

の
も

と

に
、

さ

ら

に
ウ

ー
ド

に
よ

っ
て

こ

の
地
方

の
分

権

化

は
強

固

に

な

っ
た

。

ル

ー

シ

ュ
に
よ

る
と

、

ア

キ

テ
ー

ヌ
の

ケ

ー

ス
は

七
世

紀

後

半

の

フ

ラ

ン
ク

王

国

に

お

い
て

特

殊

な

ケ

ー

ス
で

な

く
、

ブ

ル
グ

ン
ト

で

は
、

ネ

ウ

ス
ト
リ

ア

・ブ

ル
グ

ン
ト

の
宮

宰

エ
ブ

ロ
イ

ン

(国
げ
Ho
ぎ
)

の
集

権

的

政

策

に
反

対

し
。プ

ロ
ヴ

ァ
ン

ス
の

ヘ
ク

ト

ー

ル

と
結

ん

だ

オ

ー
タ

ン

の

レ

ウ

デ
ガ

リ

ウ

ス
の
反

乱

を

あ
げ

、

六

七

二
年

テ

ィ

ル

デ

リ

ク

ニ
世

が

裁

判

は
従

前

の
よ

う

に
そ

れ

ぞ

れ

の
地

方

の
法

と
慣

習

(δ
×

Φ
什
8

口
ω器

ε
ユ
o
)
を

存

続

し

、
伯

の
任

用

に

つ

い
て
も

ク

ロ
タ

ー

ル

の

告

示

を

尊

重

し

て

い
る

こ

と

指

摘

し

て

い

る
。

そ

し

て
、

ネ

ウ

ス
ト

リ

ア
王

ク

ロ
タ

ー

ル
三

世

の

死
後

、

テ

ウ

デ

リ

ヒ
三

世

を

擁

す

エ
ブ

ロ
イ

ン
に
対

し

て
ネ

ゥ

ス
ト

リ

ア

・
ブ

ル
グ

ン
ト

の

貴

族

が

対

立

し
、

か

れ
ら

の
支

持

す

る

ヒ
ル

デ

リ

ヒ

ニ
世

が

六

七

五

年

殺

害

さ

れ

た
事

件

が

招

い
た
新

た
な

政
権

闘

争

は

地
方

権

力

の
抗

争

を
促

し
、

六

八

七
年

ピ

ピ

ン

ニ
世

の

テ

ル
ト

リ

ー

で

の
勝

利

ま

で

の
期

間

に
、

ガ

リ

ア

の
大

部

分

は
独

立

的

主
権

の
領
域

と
化

し
、

七

〇

〇
年

の
頃

ブ

ル
グ

ン
ト

で

は
、

シ

ャ
ン

パ
ー

ニ

ュ
か

ら

サ

ン

ス
ま
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で
広

が

る
北

の
ブ

ル
グ

ン

ト

・
フ

ラ

ン

ク

の
地

域

、

オ

ー

セ
ー

ル
を

中

心

と

す

る
司

教

領

、

リ

ヨ

ン
付

近

の
某

ド

ゥ
ク

ス
の
領

域

の

三

つ

の
地

域

に
分

か

れ

、
。フ

ロ
ヴ

ァ
ン

ス

で

は
六

九

六

・
七
年

頃

に

バ

ト

リ

キ

ウ

ス

・
ア

ン

テ

ノ

ー

ル

(〉
口
8
口
o
H)
の

も

と

で
独

立
的

主
権

が

成

立

す

る

な

ど

、

最

少

に
見

積

っ
て
も

、

八
世

紀

始

め

の
ガ

リ

ア

は

十

一
の
領

域

的

諸

侯

領

に
分

裂

し

た
。

こ

れ

は

八

八

八
年

の
情

況

と

酷

似

し

、

こ

の

よ
う

な
地

方

分

権

化

の
現

象

の

一
般

化

は
、

西

欧

に

新

た

な

機

運

を

創

造

す

る
も

の

で
あ

っ
た
。

以

上

の

よ

う

な

地

方

分

権

主

義

の

要

因

に

つ

い
て
、

ル
ー

シ

ュ

は

、

ラ

テ

ン

・
ゲ

ル

マ

ン
国

家

の
人

民

が

ロ
ー

マ
帝

国

の
中

央

集

権

主

義

の
化

身

で

あ

る
普

遍

主

義

を
拒

否

し

た

こ

と

に

あ
り

、

た

と

え

ば

そ

れ

は
、

ロ
ー

マ
か
ら

引

き
継

い
だ

税

制

に
対

す

る
拒

否
反

応

と

し

て
、

西

ゴ

ー

ト

や

ア

キ

テ

ー

ヌ
に

お

け

る
課

税

か

ら

の

逃
避

、

六

五

〇

年

の
ブ

ー

ル

ジ

ュ
市

民

の
抵

抗

、

六

六

八

年

の

シ
チ

リ

ア

の
反

乱

な
ど

ロ
ー

マ
の
租

税

に
反

対

す

る

一
般

的

不
満

は

拡

大

し

、

し

か

も

役

人

が

こ

れ

ら
反

乱

の
首

領

に

な

っ
て

い
る

の

は

、

か

れ

ら

が
行

政

の
欠

陥

を
熟

知

し

て

い
た

か

ら

で

あ

り

、

こ
う

し

た

こ
と

が

、

総

督

グ

レ
ゴ

リ

ウ

ス
、

オ

リ

ン
ピ

オ

ス
、

あ

る

い
は

バ

ト

リ

キ

ウ

ス

・

ミ

ツ

ェ
ツ

ィ
ウ

ス
、
プ

ロ
ヴ

ァ

ン

ス
の

ア

ン
テ

ノ
ー

ル
、

セ
。フ
テ

ィ

マ

ニ
ア

の

パ

ウ

ル

ス
公

、

ア
キ

テ

ー

ヌ
の

ル
。フ

ス
公

な

ど

の
中
央

権

力

に
対

す

る
抵

抗

の
理

由

で

も

あ

る
。

さ

ら

に

ル
ー

シ

ュ
は
、

こ

の
よ

う

な
地

方

分

権

主

義

を
ガ

リ

ア
、

イ
タ

リ

ア
、

ス
ペ

イ

ン

に
お

け

る

通
貨

の
価

値

の
低

下

と
流

通

圏

の

局

地

化

と

い
う

流

通

経

済

の
局

面

か

ら

、
次

の

よ
う

に
説

明

し

て

い

る
。

ロ
ー

マ
帝

国

の
金

・
銀

・
銅

貨

の
鋳

造

体

系

が

六
世

紀

の

ラ

テ

ン

・
ゲ

ル

マ

ン
諸

国

家

で
し

だ

い
に
模

倣

さ

れ
、

西

ゴ

ー

ト
王

国

と

ア

ウ

ス
ト

ラ

シ

ア

で

は
金

貨

が
流

通

し

、

ロ
ワ
ー

ル
南

部

、

イ

タ

リ

ア
、
ア

フ
リ

カ

で
は

ラ

ン
ゴ

バ

ル
ド

の

イ

タ

リ

ア
侵

入
後

、
銀

貨

と
青

銀

貨

は
放

棄

さ

れ

た
。

従

っ
て

七
世

紀

に
は
低

額

貨

幣

の
欠

乏

が

地

中

海

沿

岸

地

方

お

よ
び

西

欧

で

一
般

化

し

、
高

額

貨

幣

を
交

換

手

段

と
す

る
遠

距

地
商

業

は
存

続

し

た
と

し

て
も

局

地
的

商

業

の
発

展

は

困

難

で

あ

っ
た
。

六

六

八
年

以
降

高

い
価
値

の
ビ

ザ

ン

ツ
の

ソ

リ

ド

ゥ

ス

(
ω
o
嵩
ら
¢
ω
)
金

貨

は

西

欧

か

ら
消

え

、

た
だ

シ
ラ

ク

サ

や

ロ
ー

マ
、

ラ

ヴ

ェ
ン
ナ

で
鋳

造

さ

れ

た

ソ
リ

ド

ゥ
ス
貨

が

イ

タ

リ

ア
に

の

み
流

通

し

た

が

、
絶

え
ず

純

分

は
低

落

し

た
。

こ

の
よ

う

な

通
貨

事

情

は

ス

ペ
イ

ン

や
ガ

リ

ア
で
も

確

認

で
き

る
。

ス
ペ
イ

ン
で

は

レ
ゲ

ン

ス
ヴ

ィ

ン
ド

王

と

ワ
ウ

バ
王

の
治

下

に
、
南

の

地

ベ

テ

ィ

カ
地

方

、

北

西

の
ガ

リ

ー

シ

ア
、
北

東

の

タ

ラ

ス

コ
ン

・
セ
。フ

テ

ィ

マ

ニ
ア
の

三

つ

の

貨

幣

流

通

圏

に
分

離

し
、

六
〇

〇

年

以

前

に

フ
リ

ー

ス
ラ

ン

ト

や

イ

ン
グ

ラ

ン
ド

に

達

し

た
西

ゴ

ー

ト

の
金

貨

は

六

八

〇
年

頃
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に
は
辛

じ
て
ボ
ル
ド
ー
に
及
ん
だ
に
過
ぎ
ず
、
イ
ス
ラ
ム
征
服
の
直

前
に
は
薄

い
合
金
の
金
貨
と
化
し
た
。
ま
た
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ガ
リ

ア
で
は
、
ト
リ
エ
ン
ス
(爲
一〇昌
Qo)
金
貨
は
六
八
〇
年
頃

ロ
ワ
ー
ル
以

南
に
は
流
通
せ
ず
、

マ
ル
セ
ー

ユ
で
鋳
造
さ
れ
た
ト
リ

エ
ン
ス
貨
も

八
世
紀

に
は
流
通
か
ら
消
え
、
遠
距
地
間
の
交
易
の
縮
少
が
金
貨
の

純
分
低
落
に
対
応
し
た
。
宮
宰

エ
ブ

ロ
イ
ン
の
時
代
す
な
わ
ち
六
七

五
年
頃
新
た
に
デ
ナ
リ
ウ
ス
(α
oコ
巴

霧
)
銀
貨
が
発
行
さ
れ
る
が
、

こ
の
デ
ナ
リ
ウ
ス
は
ネ
ウ
ス
ト
リ
ア
に
流
通
す
る
と
共
に
ア
ウ
ス
ト

ラ
シ
ア
で
は
エ
ス
コ
ー
川
流
域
に
達
し
、
ア
ウ
ス
ラ
シ
ア
の
十

一
の

ト
リ

エ
ン
ス
貨
の
鋳
造
所
は
デ
ナ
リ
ウ
ス
の
流
通
後
三
ヵ
所
に
減
少

し
て
い
る
。
デ
ナ
リ
ウ
ス
貨
は
遠
距
地
商
業
の
縮
少
と
そ
れ
に
と
も

な
う
奢
修
品
の
量
の
減
少
を
も
た
ら
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
同
時
に

こ
れ
は
、
金
貨
に
よ
る
徴
税
額
の
減
少
と
現
物
に
よ
る
課
税

へ
の
移

行
と
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、

ロ
ー
カ
ル
な
市
場
に
流
通
す
る
銀

貨
に
よ

っ
て
容
易
に
徴
集
さ
れ
、
こ
れ
は
ま
た
デ
ナ
リ
ウ
ス
の
農
村

社
会

へ
の
深
い
浸
透
と
自
然
経
済
の
後
退
と
対
応
す
る
。
そ
し
て
こ

れ
が
、

七
四
四
年
の
ピ
ピ

ン
三
世
の
勅
令
が
放
置
さ
れ
た
市
場
の
再

開
と
新
市
場
の
開
設
を
命
じ
て
い
る
理
由
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
政

治

・
社
会

・
経
済
の
地
方
化
は
放
棄
さ
れ
た
国
家
を
犠
牲
に
し
て
生

ま
れ
た
新
し
い
細
胞
活
動
に
よ
る
と
こ
ろ
の
進
歩
の
要
因
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
バ
ス
ク
人
に
対
す
る
西
ゴ
ー
ト
の
要
塞
や
中
部
イ
タ
リ

ア
や
ア
フ
リ
カ
に
設
け
ら
れ
た
要
塞
も
広
域
の
交
通
の
障
害
に
な
る

反
面
、
局
地
的
な
流
通
を
強
化
す
る
役
割
を
果
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
ラ
テ
ン
・
ゲ
ル
マ
ン
諸
王
国
の
自
立
的
地
方
化

へ
の

分
裂
を
示
す
指
標
は
、
遠
距
地
間
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
後
退

に
よ

っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
六
世
紀
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ

ィ
ノ
ー
。フ
ル
な
い
し
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
か
ら
発
し
た
ペ
ス
ト
は
北

ガ
リ
ア
や
北
海
の
島
喚
に
達
し
て
い
る
が
、
六
五
〇
年
以
後
そ
の
伝

染
経
路
は
絶
え
ず
短
縮
し
、
八
世
紀
に
は
ペ
ス
ト
の
流
行
は
次
第
に

地
中
海
沿
岸
地
に
限
定
さ
れ
、
ま
た
遠
距
地
間
の
船
舶
の
運
行
も
制

約
さ
れ
、
七
〇
〇
年
頂
に
は
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
周
航
が
消
滅
し
て
い

(
24
)

る

。

(四)

 

カ
ー
ル
大
帝
に
よ
る
統

一
国
家
の
建
設
と
い
う
諒
解
は
、
ク
レ
ー

ベ
ル
以
降
綻
び
、
ド
ー
ン
ト
は
ピ
ピ
ン
三
世
、
カ
ー
ル
治
下
の
カ
ロ

リ
ン
グ
国
家
を
多
数
民
族
の
集
塊
と
み
な
し
、
ヴ

ェ
ル
ナ
ー
は
、
レ

グ
ヌ
ム

(屋
αq
口
¢
ヨ
)
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
徴
集
さ
れ
た
軍
隊
を
結
集

し
て
戦
い
、
フ
ラ
ン
ク
人
と
先
住
民
が
融
合
し
、
新
た
な
連
帯
か
ら

地
方
貴
族
層
が

生
ま
れ
、
外
圧
に
対
し
て

抵
抗
す
る
地
域
的
な
組

一61-一



織

、

こ

の
よ

う

な

組

織

の
整

合

と

し

て

こ

の
国

家

を
理

解

し

た
。

ヴ

ェ
ル
ナ

ー

に

よ

れ
ば

、

カ

ー

ル
禿

頭

王

時

代

の
西

フ
ラ

ン

ク

に

お

け

る

フ
ラ

ン
キ

ア
、
ネ

ウ

ス
ト

リ

ァ
、

ア
キ

タ

ニ
ア
、
。プ

ロ
ヴ

ァ

ン

ス
、

ゴ

テ

ィ
カ

(
ラ

ン
グ

ド

ッ
ク
)
、

ヒ

ス

パ

ニ
ア
、

ブ

ル
グ

ン
デ

ィ

ア

な

ど

の
小

王
国

が

そ

れ

で

あ

り

、

そ

し

て
、

カ

ロ
リ

ン
グ

の
地

方

統

治

組

織

に

お

け

る
伯

を
統

べ
る

と

辺
境

領

の
軍

事

指
揮

者

の
称

号

マ
ル

キ

オ

(
マ
ル
キ

ス
)
を
帯

び

た
者

そ

し

て

の
ち

に

公

(
ド

ゥ
ク

ス
)
が

、

国

王

の
代

理

と

し

て
統

治

す

る

こ

と

に

よ

っ
て
領

域

的

諸

侯

領

が

形

　お
　

成
さ
れ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
ヴ

ェ
ル
ナ
ー
の
い
う
レ
グ

ヌ
ム
と
部

族
領
域
と
が
大
部
分
に
お
い
て
合
致
す
る
と
い
う
点
で
は
、
か
れ
の

説
は
改
新
的
意
味
を
欠
く
と
い
え
よ
う
。
ま
た
K
・ブ

ル
ン
ナ
ー
は
、

領
域
的
諸
侯
の
出
発
点
は
王
に
よ
る
権
力
の
委
任
で
あ
り
、
そ
の
領

　　
　

域

の
形
成
に
関
し
て
は
、
ヴ

ェ
ル
ナ
ー
の
レ
グ
ナ

(8
σQコ
㊤)
構
造
説

を
受
け
継

い
で
、
伝
承
さ
れ
た
部
族
的

・
地
域
的
秩
序
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
ず
、
領
域
的
諸
侯
領
の
中
に
新
し
い
社
会
的
、
民
族
的
な
統

　れ

　

一
が
成
立
す
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
ヴ

ェ
ル
ナ
ー
や
ブ
ル
ン
ナ
ー
な
ど
の
新
し
い
研
究
方

向
の
視
野
の
中

に
は
、
領
域
的
諸
侯
領
の
成
立
は
、
カ

ロ
リ
ン
グ
帝

国
に
お
け
る
地
域
の
統
治
組
織
を
モ
デ
ル
に
し
、
そ
の
形
成
期
は
九

世
紀
後
半
以
降

に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
こ
う
し
た
考
え
に
対

し
て
、
ル
ー
シ

ュ
は
、
領
域
的
諸
侯
領
の
形
成
期
を
七
世
紀
後
半
に
繰

り
上
げ
て
い
る
の
は
斬
新
な
着
想
で
は
あ
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ

う
に
、
か
れ
の
主
要
な
論
拠
は
ア
キ
テ
ー
ヌ
地
方
の
地
域
的
研
究
の

成
果
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
ル
ー
シ
ュ
の
論
説
は

さ
ら
に
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
に
よ

っ

て
裏
付
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
、

七
世
紀
後
半
の
メ
ロ
ヴ

ィ
ン
グ
王
国
が
地
域
的
主
権
の
集
塊
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
民
族
移

動
以
後

の
部
族
的
領
域
の
形
成
の
問
題
を
も
含
め
て
、
そ
う
し
た
観

点
か
ら
も
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
時
代
を
再
考
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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